
＜３　水害は防げる＞

３－３　鬼怒川水害の裁判で分かったその他の問題

　３－３－２　治水経済調査マニュアル(案)は大問題。費用対効果をバブルのごとく膨らませるだけ。（２）

（３） 湯西川ダムの費用対効果はやはり異常。

　　湯西川ダム建設事業（平成２２年８月３日）の費用対効果の内容を見て感じたことは、バブルが弾ける

　ほど膨らんだ被害額になっていると思います。詳細の部分が分からないので心ある専門家の方、一度

　確認して頂けないでしょうか。私が理解できる範囲でこれから説明します。

　　湯西川ダム建設事業（平成２２年８月３日）の資料は

https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000015467.pdf を参照ください。

　　湯西川ダム建築事業の資料の１２１頁に鬼怒川の５ブロックの分、１２２頁に利根川の４ブロックの分の

　年平均被害軽減期待額が記載されてます。これを基準に５０年間の費用対効果が算出されています。

　　問題の一つは鬼怒川流域での軽減期待額は２２億５千万円に対し、利根川流域分は２２５億８千百万

　円です。鬼怒川が守谷市で利根川に合流した後の、利根川流域の取手市・我孫子市・印西市・成田市・

　稲敷市・潮来市・神栖市・銚子市などで洪水が発生した被害額が、２２５．８１／２４８．３１＝９０．９３％と

　鬼怒川の堤防からの被害額は ９％です。このような内容の被害額で湯西川ダムの平成２２年の再評価

　は費用便益（B/C）＝４．３ と報告されてます。 https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000015466.pdf



　　単純計算では無いと思いますが、①洪水調節の５，７４９億円が、鬼怒川流域だけになると、①洪水調

　節は５２３億円（単純計算）。総便益（B）は１，３５８億円。費用便益（B/C）は０．８９に。

　　更に、鬼怒川分の被害も決壊が発生する現況堤防からにすれば、下方の表の黄色の部分は消えて、

　①洪水調節は１１５億円（単純計算）。費用便益（B/C）は【４．３】から 【０．６】になってしまいます。

　　問題の二つ目は、Ｈ１９の①洪水調節は１４１４億円。それがＨ２２（３年後）には５７４９億円。３年間で

　何が変わったのでしょう。前提が異なると、３年で費用対効果が４３３５億円増え、４倍になりました。

　　こんな治水経済調査マニュアル(案)は本当に大丈夫なのでしょうか。公共工事（国交省の河川関係）

　の実施可否をこのマニュアル(案)で決めて、本当に良いのでしょうか。無駄な公共工事になってませんか。

　　問題の三つ目は、この治水経済調査マニュアル（案）は、東京大学・京都大学、他の大学の教授７名が

　参加した、平成２１年から１３回も開催続けている『河川事業の評価手法に関する研究会』から作成され

　たものです。その結果がこのようなバブルがはじけ飛ぶようなマニュアル（案）を作っていたことです。

　　このことが裁判においても問題に。東京高裁の裁判官が

　『治水経済調査マニュアル（案）は、…「河川事業の評価手法に関する研究会」による検討の結果を踏ま

　えて作成されたものであるが、…上記研究会は工学や河川堤防の決壊のメカニズムとその対策を含む

　学識経験者等によって構成されている。』と、このマニュアル（案）で作成したスライドダウンによる河川

　計画は学識経験者が参加し作成したものだから格別不合理ではない。につながっているからです。

　　裁判官に訴えたい。誰（堤防や工学の学識経験者）が作ったかでは無く、何を目的に作ったかです。

　費用対効果のために作ったもので、河川改修計画に使うために作成したものではありません。

　　問題はまだあります。治水経済調査マニュアル（案）は何年経っても【案】です。平成１１年６月に作成

　され、その後、平成１２年、平成１７年と改定され、令和になっても令和２年、令和６年と改定されてます。

　２６年経過し、改定を繰り返しているのに【案】です。【案】は正式なものではありません。その非公式な

　マニュアル（案）で、公共事業が決められてます。それでいいのでしょうか？【大問題】でしょ。

　　本件に関しても、まさのあつこ氏が書いた【連載】川から考える日本　２３　に関連の記事があります。

　　詳細はホームページ、 https://jbpress.ismedia.jp/articles/-/87889 参照願います。

　　このような治水経済評価マニュアル（案）で算出された費用対効果でダムが作られていいのでしょうか。

　治水効果の無いダムを作るなら、堤防整備を徹底的に行った方がどれほど良いか、そう思いませんか。

　　次項で、スライドダウンがいかにおかしなものか説明をします。

湯西川ダム建設事業（平成２２年８月３日）の資料の １２１頁


